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オ キ ナ ヱピ ス科 Ｐｌｅｕrｏｌｏｍａriidae は，原 始齣 な 形 態 を 現 庇 に と ど め た「 生 きて い る 化 石」と

し て 知 ら れ る 巻 貝 のｊ 群 であ る 。 裂 在 ま でに ， 日本 近 海 の亜 深 海 帯 か ら ３碣 ６ 黯が 報 告さ れ て

い る 。筆 者 ら は. SEM  C走 炎 型 電 子筆 禄 鏡 ）を 用 い ま キ ナ ヱ ピ ス祠 ６ 霆 の 旛舌 の 観 察 を 行･l た。

オ キナ ヱ ピ ス科 の鷂 舌 は，11 の 腹 足 類 と比 ぺ 。 ● 歙 が 著 し く 多 く。 こ れ ら は特 有 の 形 態 的ａ 徼

を も つ ， 中 幽 ・ 内 側 幽 ・ 外 側 幗 ・嫌 狄 歯 ・刷 毛 状 歯 ・ 髱 状 崗 か ら な る 萌舌 型 を し て い る。 了 ダ

ンソ ン４ キ ナ エ ピ ス瞋 ＆11ajll ｓlｓcl 叫 の りａ ウ グウ 才キ ナ エピ ス £rumptiii は， ヒ メ オ キ ナ

ｘ ピ スJK  Pcroirochtts ・ ｌ キ ナｘ ビ スMikadotroch･ ｓに 比 べ蝕 郤 闘 数 が 少 ない こ と で区 別 さ

れ る 。 ヒ メ オ キ ナ ヱピ ス属 の 内 側 幽 は ，中 幽 よ り 大 き く， ま た 。 オキ ナｘ ピ ス属 の 巾 歯 は ， 内

闘 唯 よ り 大 き い こ と で 区SIIさ れ る こ と か ら， ヒ メ・ キ ナ エピ ス 祠 と・ キ ナ ヱピ ス屆 の属 レ ベ ル

で の 分 類 が 可 能 であ る 。

キーワード：オキタエピス科，フダンソンオキ十エピス嘴，ヒメ１キナエビス騙，１ キナヱピ

ス屆，幽舌. SEM

Radula  Morphologies  of the Pleurotomariidae

Gastropoda  from Japanese Waters
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The  Pleuroiomariid  gastropods  arc  famous  for  the  "living  fossils" Throe  genera  and

six  species  were  Known  at  preseni  from  Japan  and  adjacent  waters.  In  this  paper,  by

SEM  cl>s*rvatlon  on  radula  leeth  wore  discussed.  The  PJeuroiomariid  Gastropoda  are

cha  racleri ?ed  b y n u mcrous  n u mbc  is of rad  u lao amony  ot her gastropods.  The  r hipidogl-

ossa  radula  are  composed  0/ rachidan.  inner  laterals, outer  laterals
 sickle  teeth,  filament-

lipped  teeih  and  paddle  shaped  teeth.  Genus  GnlcwonotroOius  is characterized  by  fe*

marginal  teeth  than  I hose  of  genet  a Peiolrochvs.  and  MikadoMchv*.  The
 rachldan  of

Pe>ofochas  arc  larger  than  those  of inner  laterals of the  Mikadoirodii/s.  The  fact shows

the  strong  coincidence  wi(h  the  phylogenic  classticalion  jnd  tiiese  iwo  genera  <ne

distinguishable  by  radula.
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｜.lj じ め に

原 始的な形態を現在にとどめる オキナエピ ス類は，

「生きている化石」として貝収・ 家の間で珍重されてい

る。1ﾖ 本岡辺海域からのオキナヱピス順の報告は，1877

年のヒルゲンド ルフによる相榎湾産のオキナエピ スの記

敢に始まり， コシダカオキナヱビス，およびベニオキナ

エピスがそれぞれ記載報告された。 現在，日本周辺海域

より報告されているオキナエピス科の和は３属６種で以

下の湎りである。 なお。 オキナエビス属Mj 細心1ｒａｌs

を認めず， ヒメオキナヱピス嘴 ＆ｙり■frochusに含める分

類（例えば, Anseeuw and Ｇ０１０， 1996）も捉唱されて

いる。

Genus Entemnotrochus Fischer,1

885

アダンソンオキナエビス属

Entemnotrochus(Schepman,1879)

リュウグウオキナエビス

Genus Perotrochus Fischer,1885

ヒメオキナエビス属

Perotrochus africanus teramach

ii Kuroda,1995

テラマチオキナエビス

Perotrochus diluculum Okutani,

1979

アケボノオキナエビス

Genus Mikadotrochus Lindholm,1

927

オキナエビス属

Mikadotrochus beyrichii(Hilgen

dolf,1877)

オキナエビス

Mikadotrochus salmianus (Rolle

,1899)

コシダカオキナエビス Mikadotrochus hiras

ei (Pilsbry,1903)

ベニオキナエビス

これらの和は，いずれも水深100 ～500m の漸深海帯

から･蜘深海･:IFにかけて分布し，その生態については， 不

明な点が多かｰつたが． 近年の涓水船による調査で，その

一一部が|りjらかに された（蟹江ほか，1995: 介持ほ か，

1995j。殼外丿髟による分類学的研究は多数行われて きた

か, 飮休部をはじめ，歯lfj･についての研究報告は少なく．

これまでにlj 木近海産柘については，光学期微鏡による

オキナエピ スと，ベニオキナヱビ ス（松本.1931 ）2饋の

歯,rl一彫萢が報告されたに過ぎない， 木村（1994 ）は，テ

ラ？チ オキナＪ－ビ ス． コシダカオキナヱビ ス． オキナエ

ﾉ酣

２．歯舌 の観 察方 法

オキナエビ ス頬 の歯 舌の試料 は，軟体 の頭 部を 切開 し

爾球を 切り山し， 歯舌 リ ボンを取 り山し た。 歯 舌は1,1底

膜 を 除 去後。リ ポ ンのほぽlll央 付 近 を横方向 に 切断 し，

こ れを99 ％ の エ タノー ル で脱 水 し， 自然 乾燥後， 金 ス

パ ッタりングを300 Å 縮 し試 料を調整 した。 コ ーテ ィン

グ試科 をSEM  ( 走 査 型電 子顕 微鏡 ） 日本電 子製 ＪＳＭ-

5800LV を 使 い。加 速電 圧5kV で 任 意 の倍 率 で観察 し

た。 これら の観 察結果 から，鎬 列上総 歯数を数え た（表

2 ）。歯J;･の 構li 各 祁 の名称は ，木1ヽ1（1995 ）に 従 った（IS1

1）。

３． 歯舌の記載

Ⅲ ｆ,jXg・・。1,･。ｃ湎s rumphii  (Schepraan,  1879)

リjxウグウオキナエピ ス

巾歯はI ， 匍|長く花弁形。 内IUli は｜で， 先端はさじ

状。巾歯に比べやや小形。外側附は20-22 からなり，第

友 ｜　オキナエピ ス11研究標本の巌地. ・;|;･ll.殼II’i徑 ｛111a

mm ｝

Table l　Localily. 「ａｄｕｌａ length and shell diamct ｅr111

mm oi Ihc Plcurotomariidae specimens studied.
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ピ ス の両 舌を ＳＥＭ を 用 い て観 察 し， こ れら が 齠 舌 型

で，横歹I』上の同 数が極 め て多 く，Ｈｉｃｋｍａｎ（198 ）） が示

した歯 舌の形態分 順に 従い６型に区 分 し た。

今li ， 豕 者ら は。奄 美大島沖 のIltサ ン ゴ漁 の煦に採集

され た り。ウ ダ ウ オキ ナエ ピ ス， コ シ ダカ オ キ ナエビ

ス，ペニ オキ ナエ ピ ス， 銚子沖の ト ロールによ り採集さ

れたフ ケポノ オキ ナエ ピス，「しんかい2000 」 に より鹿

兄島県黒島沖 より採 集 された テラマチ オキ ナエ ピス，お

よ び「 ド ルフ ィン3K 」により三崎ill水 深100m 付 近 より

採 襲した オキ ナエ ビ スを試 科とし，これらの 幽 冱（表1 ）

に ついて，ＳＥＭ （走 轟型電子瑚微 鏡）を 用い鮟 察 した結

果を ここに報告 する。



裘 ２ 日本周辺淘域産･t４ ナエビス科の幽舌ｌ列を梢成する数．Ｒａｃ：中槓．１ｎＬ：

内側齔 ０１Ｌ: 外側齔Side: 鏈 状鐡，Fil: 刷毛狄鐡，Pad: 楯状崗

Table ２ Radii  la numbers of the Plelr ｏＳｃｍ昌｢iid昌ｅ species frＣｍ Japanese

wａtei・Rue : Kschidian, ｌｎＬ:inner laterals.  OIL: Ｃｕlcr latｅrａ掫

Sicle : side teeth. Fil : filament-lipped leclb. Pad : paddle-shaped

teeth.

図 １ １ キナヱビ スの廁 舌名称。Ｒａｃ:II･爾．ＸＩＬ：内側齔

０１Ｌ: 外側崗，Sicle: 隸状鉗，Fi 】:刷 毛状棡. Ｐａｄ: 橲

秡幽

Fig. Ｉ RaduU ｍｏrり■phology of Mikctlotrochus  beyridrii.

R&c : Rachidian. InL : inner laleral ｓ、 ＯＩＬ:outer

l囂lerlls.Side : ｓide teelh. Fil : nlarle111,･lipped

teeih. Pad : paddle-ｓllaped leeth.

卜16 列までの先端は鉤状で，ほぽ等しい 人きさからな

る。第17-22 爾までは，先端は内側へ|;1】き未発連な尖形

で外側ほど人形。 鎌状爾は，13･15 列で細長く強ぐドゐ･

へdllり。 先端付近の中火部Iよ弱く窪み， 先端は尖澎。後

縁の尖袖は 不|りj暸。外側ほど人形｡ 刷毛秡廁は｡21  24 で

JAMSTEC Ｊ. Ｄ１●pS●ａＲｅｓ.｡12 UgS}

小形。先端 鄒が２股 に分かれる。机状歯は7-8 で， 細 長

く やや平 たい板 状の無鈎歯｡ 横 列 の歯舌総数は13t-l390

｛2｝ ａｔojｒｏｃ㎞ｓ　africanus　x ｇ岶竚･ａｄ･ii Kuroda.

】995 テ ラ マチ オキナエ ピ ス

申 祕1はl ， 細長 く花 弁形。 内 川ｉ は３対 で巾偏より大

形。 先端はねじれ飯状に なる。 外 側歯は21 で。 第1-18

列 ま では， 先端が尖状でほぽ節 しい大きさからなり。第

19‘21 列 ま では，外側 へ向 かい 大きくな る。瞻状 歯は12

で.lll 長 く弱 く湾曲し，先 端付近，中 央部は 弱く癌 み，

先端は鋭尖形 ，後緑の尖 抽を 欠く。 外側ほど大形。刷 毛

状 絅 は33 で 非常 に細 か く小形。先端 部が２股に分 かれ

る。 槓状 陶は８で，細長 くやや平 たい板状 の無鈎歯。 木

村（1994 ）に よ って定義 された糸状附は1. 横 列の歯＆総

數 は149.

C33 ar ｒり1司 滷・ｓ diluC.・lutn  Okulani,  1979 ア ケ ポ

ノオキ ナヱビ ス

il嗔iは1 ， 匐 長 く花弁彫。 内 側附は ３対 で1111 よ り 人

形｡ 先 端は板状 になり ねじれる。外側|哨は18 で, 第1-15

列 ま では，小形でほぽ等 しく 先端が尖状。$  16-18 列 ま

では，大形 でほぽ 等しく先端が尖状。鏤状|･細 ま，14 で ，

細長 くやや隹く湾曲し，先端付近，中 央部は 劇くni み ，

先端 は鋭尖形，後縁の尖袖を欠く。外 側ほど大匙, 刷 毛

状 歯は32 で 非常 に細かく小 形。 先端 部が２設に 分か れ

る。 擢状歯は８で，細長くやや平 たい板状 の魅鉤II軸。 瞋

列 の|･淌ぶ総 数は不明。

Ｍ】 Ｍｉ舳由ｌｇｄ･･ａ う・ｙ･iaj μHilgendorl.1877 ） オ

キナエ ピ ス

中|詞は| ， 細 艮く花 弁IS 。 内 側附は ３対で巾 歯より 小

形。先端は 広く板状でねじれる。外側曲は20 で ，第1-1#

jｓ



列までは，小形でほ|ま等しく先端か尖状。第17-20 列ま

では，外側へ向 かい大きくなる。鎚状歯は14 で，基部は

細艮く，ゆるく湾曲し先端付近，中央部は弱く窪み，先

喘は鋭尖形，後縁の尖抽が宛逮する。外側ほど大形。 刷

毛状歯は66 で非常に細 かく小形。 先端部が２股に分か

れる。 榻状歯は５で，細長くやや平たい板状 の紹鈎歯。

横列の錮舌絶数は247.

倒Mi 加面irockus salmi・・s,ｓ（ＲｏＩｌｅ,X899） コシダ

カオキナヱピ ス

中歯は1 ， 細長く花弁形。内側歯は３対で中歯より小

形｡ 先端は広く版状でねじれる。外儘||歯は23 で, 第1-18

列までは。小形でほぼ等しく先端が尖状。m  19-23列ま

では，外側へ向かい大きくなる。鍄状歯は20 で，１ 部は

細長く， ゆるく湾曲し先端付近，中央部は弱く窪み，先

端は鋭尖影，後縁の尖紬が著しく発達する。 外側ほど大

形｡ 刷毛状揃は44 で非常に細かく小形｡ 先端部が２股に

分かれる。櫑状齒は９で。細長くやや平たい板状で鯉鈎

廁。 横列の歯舌絶敷は289.

(6) Mikadoir ・chus jlj・。i （Pjlｓbry,1903 ） ベニオ

キナヱピス　　　　　　　　　　　 ー

中爾は1 ， 細長く花弁形。 内側歯は３対で中歯より小

形｡ 先端は広く榎状でねじれる。外側幽は24 で，第1-18

夕jlまでは，小形でほぼ等しく先端が尖状。 第19-24 列ま

では，外側へ向かい大きくなる。鐡状ｌ は12 で，基部は

細長く， ゆるく湾曲し先端付近，中央部は弱く窪み，先

端は税尖形， 後縁の尖袖が発達する。外111』ほど大彫。刷

毛状・ は56 で非常に細かく小形。 先端部が２殷に分か

れる。槓状爾は５で，細長くやや平 たい飯状で無鈎歯。

横列の爾舌総数は243.

4. 歯舌形態の考察

ＳＥＭ にようて観察されたオキナエビス類の歯＆形態

は，属レベルで区分で きる。 すなわち£１仞・・・trochus

囑に属するり，ウグウオキナエピ スの附冱形は。中 歯，

内側爾がそれぞれ１からなり，全休に関数が少なく，鈴

状函の基祁が著しく曲がることで，他属と人きく奥なり

ﾚく別し得る。癶・・Xｒりchus 属とμ洫x必irochus は， い

ずれも巾附| ，内側11413からなるが, 拘 叨1ｒＱじ加ｓ属は巾

崗が内側爾より小さく, Mikadotrochus  IffSは，中 歯が内

剽歯より人さいことで区別し得る。

束 ぐ1964）によって報告された南アフリカ産アフリカ

オキナヱビ スP.  africanus (Tomlin) の爾r兮駮は，巾 附

1，内側歯3 ，外側歯8 、鎌状同16 とされ，木村(1994)

によりて報告されたテ ラマチオキナエビ スの附数は，巾

//θ

爾1 ，内 側 廁3 ，外 側歯18 ， 嫌 状歯25 ， 刷 毛犹1148 ， 槙

状幽 】2， 糸状幽 Ｉとさ れ．い ずれ の個体 も，中歯．内 側

附以外 の歯数は 異な る． 松本(1943) が 図 示 した べ＝ オ

キ ナエ ピ スは，巾 歯1 ，内M3. 外 劃 歯34 ，鍄 状 幽16 ，

外 側爾は26 と さ れ，木 村（1994 ）の オ キナエピ スは巾・

l， 内 側 歯3 ， 外 側歯 峨 輝状 爾18 ， 刷 毛状歯52 ， 桐 状

歯12 ， と され．ａ７り吮ｘ･ゐｓ 曩と が11･!'Xtoirochus Jigは ．

中歯 と内 側歯以外 の歯 数については． 変 異か著 しいと さ

れてい る

アケポノ オキナエ ピスの歯舌型は， チラ マチオキ ナヱ

ピ スと類似 し，廁 舌か ら考察され る類縁閥 係は， ごく近

い と考えら れる．ま た, Mikado. かvchus の ３租 につい

ては．鑓状ｉ 後瑟 の尖袖 が異なる以外 に相違 はな く，爾

舌型 による形態 には 大 きな 差異がない こ とが判明 した．

ま た， 木村 （x994 ） が 指 摘 したよ うな 幽舌 の左 右 のゆか

みはな かった．

5. オ キ ナ エ ピ ス 類 の 食 性 と 廁 舌 形 態

筆 者 ら は ， 相 模 湾 三 崎 南 西 沖 水 深100m 付 近 の 上 部 睦

額 緑 斜 面 に あ る 岩 磋 帯 を ， 海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー の 無 人

涓 水 頴 「 ド ル フ ィ ン3K 」 を 用 い オ キ ナ エ ピ ス の 生 態 観

察 を 目 的 と し た 調 査 を 行･1 た(1993.  11.  D3K S168 ；

19 糾｡9,  D3K >184 ； 1995,5, D3K  #214.  #215) 。 こ の 結 果
，

水 深94 ～124m か ら 合 計16 個 体 の 生 態 試 料 を 碍 て
， 現

在 ， 多 方 面 か ら 試 料 の 解 析 を 退 め て い る 。 オ キ ナ エ ビ ス

の 生 息 す る 陸 棚 斜 面 上 部 の 生 物 相 は ， 著 し く 貧 相 で あ

り ， ト リ ノ フ シ や 数 種 の カ イ メ ン 類 な ど の 亜 深 海ﾔIE の 生

物 が 観 察 さ れ た の み で あ う た 。 ま た ，1996 年5J 引 こ採 集

し た ６ 飼 体 の 試 料 は 。 現 在 ， 葉ljl し お さ い 博 物 館 に お い

て 循 環 装 織 を つ け 。水 温 を15 ℃ に 設 定 し た 水 槽 で 飼 升 観

察 巾 で あ る 。 僻 と し て ， 定 期 的 に 殼 付 き の 新 鮮 な マ ガ キ

Crassoslrea gigas を 萼･え る と ， 触 角 を 碕 に し て 吻 部 を
マ

ガ キ の 飲 体 部 に 押 し 込 む よ う に し て ， 軟 体 都 を 削 り と
っ

て 摂 取 す る 行 動 か 観 察 さ れ て い る 。 こ の 行 助 は 自 然 界 に

お い てHarasewych el ａ£（1988 ） が 報 告 し た 力 ４ メ ッ

を 食 べ る ミ ダ ス オ キ ナ エ ビ スPerolrt･ ａ ｌｊ ｍ 汕l ｓ の 生 態

と 類 似 し て い る 。

オ キ ナ ヱ ピ ス 朏 の 爾; ず;は ， い ず れ も 扇 舌一型 で ， 他 種 の

匐 足1-| に 比 べ 著 し く 横 列 の 画 数 は 多 い こ と が 特 徽 で あ

る 。 従 来 こ の11 か ら ， オ キ ナ エ ピ ス 鯒 は カ イ メ ン 類 を1 气

盒 と す る （Ｈａｒａsc ｗych ei aj.,1988 ） と 考 え ら れ て い た

が ， 採 襲 後 ま も な い ， ベ ニ オ キ ナ エ ビ ス ガ イ の 糞 塊 に 有

孔 虫 類 やqt 植 多 Ｅ 類 が 癶 ま れ て い る こ と や （ 荒 川
，

J978), 飼 介 卜･に お け る 生 態 観 察 で は ， オ キ ナ ヱ ビ ス が 水

JAMSTEC J. Ｄｅ●ｐ Ｓ●ａ Ｒ●ｓ.｡12 ｛1996 ｝



桶壁面に付 君 し た珪 那類やマガ キ( 蟹 江ほか，1995) ， ベ

ニ オキナ ヱピ スが イソバナの ポリプや． 他 の マガ キやウ

バガ イＲ ｎ ゐca ㎡ium ｓａＭａｌｊｌｇ・・ｓの内 臓 部， ヒトデ

黷を摂餌( 渡 辺 ・鶴 岡，1985 ；荒 川L  1978), テ ラ マチオ

キ ナヱピ スが冷凍 アジの切り身( 関 戸ほか，1976) ， フ ケ

ポノ オ キナヱピ スが水槽内のヒ ドロ虫( 高11)，1994) を

摂 餌 した ことが報告 されている． これら の事例か ら． オ

キ ナエ ビ ス類 は一概 にカ イメ ンのみを採食 する単肉 食性

ではな く，環 境に かなりの適応幅を もった狄肉 食性 もし

くは狭 雑食性 と考え られ， オキナ ヱピ ス類 の歯舌 型は，

眞を そ ぎ採 るのに適 した型と も考え ら れる．

６． ま　 と　 め

本 報告 の結 果 より，

(I) ａ, 細別ａｌｏｌｙiｘtjliiｓ 屆 の リ５ ウ ダ ウ オキ ナ ヱピ ス

の働 舌 は，＆ｒり肭ｘ加ｓ属 ・Mikado. かvckvs  m に 比 べ縁

幽 の数が著 し く少 ない。また，ａ ｓｌｓ; ぬｓs 属 は。中ｌ が

内側 鮒より も小 さく．Ｍ 洫2(ｆｏｌｇｄｌｌｓ属 は，中 歯が内側

歯よ り も大 きい以 外には， 個体差に よる差災 点はない。

{2} 化 石 の記 録 から ＳｓXｓｓａｌａｌｒ・c恥s 属 の起 源 は白

亜紀 助|掬と考え られ，jf 洫 咄)1扣ｄｌｌs 属 は，新生代節三

紀 も しくは第 四紀にFerotrochus  K か ら 分 化 したものと

考え ら れ，＆ljg･91aｓojｙｏｃｉｓ 属 を 共通 の起 源とする２禺

であ る と考え られる。( 小 泉｡1993 ；蟹 江ほか，1995) 。

g33 本 論 の考察より 日本産 オキ ナエ ピス科の附a;一形態

お よ び銅 妝 の変化による系統 分類 は，従 来のオキ ナエ ピ

ス科Ple ｕrｏtｏｍａriidae の 系 統 分類 と一致する。

圃　 ま た，ａ 叨叭》ｄｌｓ 属 ２種，お よ びMihadotrc 卜

cfius 属 ３種 の 龠 舌形態 は， そ れ ぞれ属内 レ ベ ルで類 似

する が， 扣 レベルにおけ る蓬 異点 は認 められず，属 レベ

ルで の， 化石 の記録と照 らし合 わせ た近縁 関係の推測 か

らは，非 常に 新しい地質 時代に分 化 した近 縁グ ループで

あ る可 能性 が商い。

(5) 歯 舌 形態によ る オキナ ヱピ ス科 の分類は，属 レ ベ

ルで有 効 であ る。

本報告を行うにあたり 「ドルフィン3K 」 操縦班と支

援船「なつしま」の乗員の各氏，試料を提供していただ

いた（株）アデコ，渡辺富夫氏，11tl哦なご助,4と討論して

下さった愛知県 ひ’气谷水産商等学校の木村川一氏，相模

Ｕ 煩同好会の渡辺政 笑氏，葉111しお さい博物陀の池田

等氏に深謝する。

JAMSTEC Ｊ. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Ｒｅｓ..12 （1996 ）

引 用 文 敵

荒川 好満 ・中 野大 三郎 ・ 塚田 修・ 星野 孝治【】978）:

ペニ オキナエピ スの鷹塊と食性に ついて． 貝艱難，

37 （3 ），116-120.

Anseeuw P.  and Ｙ. Ｇｏtｏ （1996 ）:The living PLeu-

rotomariidae,  Elle Sci., Pub
 
 202pp.

朿 正 眺 （1964 ）: ア フ リカ オキナヱピ スの歯舌に つい

て． 貝頬雛，22 （4 ），350-355.

Harasewych,  M.G.,  S.A.  Pompom ａｎｄ T.M.  Askew

（1988 ）:Spongivory in Pleurotomariid Ga ｓlr・･

pcds. Ｎａｕli】ｕｓ.102（3）,92-98.

Ｈｉｃｋｍａｎ，Ｃ.S. （1981 ）:Evolution and function ０１

asymmetry in the Archaegastropoda radula.

Ｖｅｌｉｇｅr,2313 ）,189-194.

蟹 江 康 光・服 部睦男 ・倉持 卓司 ・池田 等 （1995 ）: オ

キ ナ ヱ ビ ス ガ イ 科 の 生 態 と 殼 の 系 統 分 類．

JAMSTEC 深 海 研究, 11.  279-284.

木 村 昭一(1994):1ﾖ 本 産 オキナエビ スガ イ順 ３種 の歯

舌 の形態 比較．貝類雑，53 （2 ），p.147.

小 泉 斉（1993 ）: オ キナエ ビ スガ イ科 掏７Ｑｊｒａａ ｇｓ擱 と

Mikad ・xｙＱｃゐｇs 属 の区 別．ちりぼ たん，24 （1 ），9-

11.

倉 持 卓司 ・蟹江漆 光 一小泉 斉（1994 ）: オ キ ナエ ピス

科Pleurotomariidae の 分 類に つい ての再 検討．相

橈 貝類同 好会 会報 ・みたまき. 29.  3-9.

倉 持 卓司 ・蟹 江康 光・服 部瞳男・池 田 等 （1995 ）: 相

模 湾およ び仭総 半島沖にお4j る オキ ナエビ スガ イ科

の分 布と生息鳳 境． 茅12 回 しんかい シ冫ポジウ ム

予稿集，107-109.

松 本la 衛 （1931 ）:lj 本 疝 長者Ｈ 類 並 ぴに ペニ オキナエ

ピ ス？ｌｌｌ叨1り・laｒ・(Pero(rochus)  hirasei P 】LS-

ＢＲＹ の歯 舌に就い て．貝類雛，1 （4 ），136-M0.

関 戸 筋・塚 用　 悠 ・松本 彖雄 一片 岡照 男（1976 ）: チ

ラマチオキナエピ スガ イの飼育に つい て．動物園水

族蚣 雑詰，18 （2 ），49-52.

高|||戊 樹 （1994 ）: ７ ケボノ オキ ナエ ビ スガイの赦長飼

育記録迷 成．魚沖水族館年報，4 ，ｐ.50.

渡 辺 寓夫・鶴 岡 繁 （）985）:銚 子沖 合 のｉ キ ナエ ピ ス

顋 とそれらの飼育Illに 見ら れた知 見1 一葉人海洋生

物年報.5 ，a-9.

(111啖受理日:1996 年7jj121,1)

（注）写 心は次ページ以降に掲峨

ill



写 真 １　 リ ュ ウ グ ウ オ キ ナ エ ピ ス の 脚 舌

Ｐｈｏｔｏ ｌ Ｒａｄｕｌａ ｏｌ £ntemnoir りｄzz,s 。 四 知 笵

写 真 ２　リａ ウ グ ウ オ キ ナ エビ ス の 歯 舌

Ｐｈｏｌｏ ２ Ｒａｄｕla of  E. rum. μ<iii.

町八３　リーウグウオキナエビ スの巾歯．側爾．鎌状陶（左）　 町μ ４　リ，ウグウオキナエビスの巾山．仙』山．鎌状陶（右）

P11010 3 Rachidian, sickle and Idioral leclh of £ ｎ,加μ.‘f　　Pholo 4 Rachidiali. sickle and lateral  tcelh  of £  rumfihii

（jef0.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （righ0.

,jμ!.5　1h･ ウダウ41 り･ Ｊ ヒ･ｘの挿状亂 刷ｔ状肉･， 招状出

ｆｲり

円lり105 Sickk.  llhiiiKYU 1111pefhjnfり)ad,|le ｓhlle(11cc111

･lり･.･. rum μ111j ll･will I.

/μ

町 呉 ６　 リ Ｊ ウ グウ オ キ ナ エヒ'ｘの 歯Ili;･

Ph り1り6 Kadulii  of  E. rtnnf>hti.

JAMSTCC Ｊ Deep Sen Ｒｅｓ､．１２ （１９り6）



写 良 フ テ ラ マ チ オ キ ナ エ ビ スの 捐 舌

Pholo ７ Radula ｏｆ 拘 ｎ)叭 ｄ 心 α加laJ7･zIｓ16r 四 ■iflcitii.

写 崑 ８ テ ラ マ チ オ キ ナ エ ビ スの 刷 毛 状 歯

Ｐｈｏt０ ８ Ｆｉｌａｍｅｎt lipped t ｅｅth of ｒ αが'a2夕･・s  ieramachii,

町真９ テラマチ４ キナエピスの淺状歯.lll毛状爾．覩状・　　 町真10 テラマチオキナエピスの中歯，詢噛，鎌状哨( 右)

( 右)　　　　　　　　　　　　　　　　　Pholo  10 Rac 】Iiidtan. sickle and inller laleralｓ leelh QI P.

Photo 9 Sickle. Filament-lipped　and　paddlc･sllaped　　　　　 ずrIIでamis teramacfii.』･{righll.

tcclh 0fj! ａyj･icon･s tern i.･＼achii {right).

･り 貞 】１　７ ケ ボ ／ オキｔ エビ スの中1‘111， 伺 爾 ， 竡 状 歯( 右)　　･l μ412 7 ヶ ボ ／ オ キ ーj･ｘ どｘ の雛 状 歯 ， 刷t1 状1･l･･|， 械 状 附

P11010 1 1　Radljdiilll. sickle iltxl itliK-i･ taici･al i  eel Ij ul　　Pl ｕ)to 12 Sicklc. lilalllelll lippcd alld　pilddl ぐ ｓ１１ａｐｅ(|

Sfr011r1211s ｄ)･1鮒･j甬丿刷l 】･ifiliU.　　　　　　　　　　　icotli or X?. di ＆!‘ldlμjl.

JAMSTEC  J Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ．．12 11996 ）
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写 真13 コ シ ダカ オ キ ナ エ ビ ス の 歯 舌

Ｐｈｏtｏ １３ Ｒａｄｕ】ａ ｏrμf 幼 心1rｖｃみ心salmian μｓ，

写ﾀ凵゙ ５ コシダカj･キナエビスの鎌状附，ll匯 状・．榻状鈿

(右)

Photo 15 Sickle. nlamcnl-･lipped and paddle･･shaped

Icelh01M. ｓalsia刄･s{righl}.

･jμlj 17 ベ ヱ オキj･ エピ ス の中 彜･1， 仰 歯 ， 鎌 状 歯 り,‘）

ＰｈｏｌＱ １７ 』もl｛:liicJi;in. sicklf･ and lalel･al lcelh or M. ゐi暗 ぷ111

1rigj11J.

ノバ

町真14 コシグカオキナエピスの中幽，伽歯，鏈状陶（右）

町 真16 ベ ニ オ キ ナ エビ スの 歯 冱

Ｐｈｏto 16 Radll 】a orJW,'㎞jorrodz,s がrasei･.

町嶌18 べJ･オキナーtビ汲の鎌状附．刷已狄歯．梢狄脚（右）

Ph010 18 Sickle，nhlmcrlL Lippcd 冫m（l　paddjc shaped

leclh of M. hirasci･くritflH).

JAMSTEC Ｊ， ＤａＢｐ Ｓａ日 Ｒｅs..12 11996 〕



写 真19 オ キ ナ ヱビ ス の中 歯 ， 側 歯 ， 鎌 状 譛( 右)

Ｐｈｏt0 19 Rachidian, sickle ａｎｄ lateral t ｅｅth of Mikado･

frひ<chus beyr･･‘'chii (right).

写真20 オキナエビスの附舌

Pholo 20 Radula of  M, bcyrichii {Γigh1).

町真21 オキナエビスの鎌状歯．刷毛状歯．柵状歯（右）　　 写真22 オキナエビスの中歯および内側歯
Pho10 21 Sickle. filament-tipped ａｎｄ paddle shaped　　Photo 22 Rachidian and inner 】alerals ICClll 0f M.

leeth orＭ.加ｙrj滷f,I｛right｝.　　　　　　　　　　　　beyricitii.

写 真23 1 ド ル フ ィ ン 3KJ に よ り 観 察 さ れ た オ キ ナ ヱ ピ スの

生 餓

Pholo 23 Su ｂｍａrｉｎｅ Ｑｂsｅrvａｌｉｏｎ ｏr JW. ゐり･吮 酊jl by ‘'03

K'I s168 al de 】)lh 98m ， sw ｏrf Misaki. Sagami

13ay･

JAMSTEC  J.  Deep Ｓｅａ Res.,  12 41996)

町,Q21 飼介水槽内におけるオキナエピｘの４.態

Pholo 24 a･f. fwjrrich ii in (he aquarium.
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